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菅
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緒
言 

菅
原
道
真
の
詩
「
雨
夜
」
（
『
菅
家
後

集
（
１
）

』
）
は
困
窮
す
る
「
遷
客
」
の
こ
み
上
げ
る
悲
憤
を
遣

る
方
な
く
書
き
つ
け
た
詩
で
あ
る
。
寄
り
添
う
人
々
を
失
い
「
詩
友
独
留
真
死
友
（
詩
友
は
独
り

留
る 

真
の
死
友
）
」（
「
詠
楽
天
北
窓
三
友
詩
」『
菅
家
後
集
』
）
と
ま
で
記
し
た
晩
年
の
道
真
に
と

っ
て
「
理

知
（
２
）

」
は
「
激
情
」
を
言
葉
に
整
斉
し
て
「
悲
惨
な
運
命
」
を
容
易
に
対
象
化
し
え
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
文
人
の
嗜
み
、
詩
の
一
点
景
と
し
て
の
茶
の
来
歴
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
そ

れ
と
交
叉
す
る
大
宰
府
に
貶
斥
さ
れ
た
道
真
の
内
心
の
形
象
を
「
雨
夜
」
の
表
現
に
見
出
し
た
い
。 

  

一 

日
本
と
東
ア
ジ
ア
と
の
交
易
、
平
安
初
期
の
飲
茶
の
例
を
挙
げ
る
と
、
嵯
峨
帝
と
最
澄
と
の
関

わ
り
と
し
て
『
文
華
秀
麗

集
（
３
）

』
巻
中 

嵯
峨
天
皇
「
答
澄
公
奉
献
詩
。
一
首
」
に
「
山
精
供
茶
杯

（
山
精
茶
杯
を
供
ふ
）
」
と
あ
る
。
一
方
、
遣
唐
使
と
は
別
に
新
羅
と
の
民
間
交
易
が
盛
ん
に
な
る

の
が
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
９
年
（
８
４
２
年
）
頃
か
ら
と
さ
れ

る
（
４
）

。
佐
伯
は 

 
 

多
く
の
人
々
が
外
国
商
品
を
手
に
し
、
来
航
船
が
姿
を
み
せ
る
土
地
で
は
、
役
人
か
ら
民
衆

に
い
た
る
ま
で
新
羅
商
人
と
接
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
光
景
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
に
は
み

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
彼
ら
が
希
求
し
た
物
品
は
、
文
化
の
粋
を
こ
ら
し
た

芸
術
品
で
は
な
く
、
実
用
品
で
あ
っ
た
。
茶
・
人
参
・
薬
品
・
香
料
・
陶
器
・
繊
維
・
毛
皮

類
と
い
っ
た
商
品
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

と
述
べ
て
い
る
。「
茶
・
人
参
・
薬
品
・
香
料
・
陶
器
・
繊
維
・
毛
皮
類
と
い
っ
た
商
品
」
に
つ
い

て
は
『
続
日
本
後

紀
（
５
）

』
承
和
９
年
前
後
の
記
事
に
は
な
く
未
確
認
で
あ
る
が
、
佐
伯
が
指
摘
す
る

よ
う
に
当
時
、
正
式
な
遣
唐
使
に
頼
ら
な
く
て
も
よ
い
ほ
ど
に
文
物
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
可
能
性
は
あ
る
。『
続
日
本
後
紀
』
承
和
６
年
１
０
月
の
条
に
「
遣
唐
大
使
已
下
朝
拝
」
の
記

事
が
あ
り
、「
奉
唐
物
於
伊
勢
大
神
宮
」
の
他
に
「
建
礼
門
前
張
立
三
幄
。
雑
置
唐
物
。
内
蔵
寮
官

人
及
内
侍
等
交
易
、
名
曰
宮
市
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
一
方
、
新
羅
船
の
来
航
も
多
か
っ
た
よ
う

で
、
入
国
禁
止
を
訴
え
る
「
藤
原
朝
臣
衛
上
奏
四
條
起
請
」
が
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
９
年
８
月

の
条
に
見
え
る
。 

自
ら
深
く
関
与
し
た
寛
平
６
年
（
８
９
４
年
）
の
遣
唐
使
停
止
の
後
に
な
る
が
、
菅
原
道
真
（
８

４
５―

９
０
３
年
）
『
菅
家
後
集
』
「
題
竹
床
子 

通
事
李
彦
環
所
送
」
（
９
０
２
年
か
。
）
に
も
李

彦
環
か
ら
「
不
費
一
銭
得
唐
物
（
一
銭
を
費
さ
ず
し
て 

唐
物
を
得
た
り
）
」
と
あ
る
。
川
口
久
雄

に
即
す
る
と
『
日
本
三
代
実

録
（
６
）

』
貞
観
４
年
（
８
６
２
年
）
７
月
の
条
の
「
大
唐
商
人
李
延
孝
等
」

が
来
て
「
勅
大
宰
府
。
安
置
供
給
。
」
と
な
っ
た
例
が
あ
り
（
李
延
孝
等
は
貞
観
７
年
７
月
に
も
「
来

著
海
岸
是
日
。
勅
安
置
鴻
臚
館
。
随
例
供
給
。
」
と
あ
る
。
）
、
李
彦
環
も
「
こ
う
し
た
唐
商
の
類
」

で
あ
ろ
う
か
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
寛
平
御
遺

誡
（
７
）

』
（
８
９
７
年
）
に
「
外
蕃
の
人
必
ず
し

も
召
し
見
る
べ
き
者
は
、
簾
中
に
あ
り
て
見
よ
。
直
に
対
ふ
べ
か
ら
ざ
ら
く
の
み
。
李
環
、
朕
す

で
に
失
て
り
。
新
君
慎
め
。
」
と
あ
り
、『
日
本
紀

略
（
８
）

』
寛
平
八
年
（
８
９
６
年
）
三
月
の
条
に
「
唐

人
梨
懐
依
召
入
京
」
と
あ
る
。
「
梨
懐
」
は
「
李
環
」
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う

説
（
９
）

が
あ
り
、
（
「
李

彦
環
」
の
「
彦
」
を
宇
多
天
皇
『
寛
平
御
遺
誡
』
で
は
当
然
書
か
れ
な
い
敬
称
と
解
釈
す
る
の
は

「
通
事
」
の
身
分
か
ら
す
る
と
難
し
い
。
）
「
李
環
」
と
「
李
彦
環
」
と
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
唐
人
の
来
航
が
増
加
し
て
い
る
の
は
確
認
で
き
る

（
１
０
）

。
道
真
の
詩
「
題

竹
床
子
」
の
前
に
位
置
す
る
「
雨
夜
」
に
「
茶
」
の
語
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
動
向
が
関
連
す
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る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  
二 

菅
原
道
真
が
九
州
大
宰
府
で
の
詩
「
雨
夜
」（
『
菅
家
後
集
』
）
で
「
起
飲
茶
一
盞
（
起
き
て
茶
一 

盞
を
飲
む
）
」（
道
真
は
酒
が
苦
手
で
あ
る
が
こ
の
時
は
「
酒
半
盞
」
を
傾
け
た
。
）
の
が
お
そ
ら
く

９
０
２
年
で
あ
ろ
う

（
１
１
）

。
こ
の
時
期
、
都
良
香
（
８
３
４―

８
７
９
年
）『
都
氏
文
集

（
１
２
）

』
巻
第
三
「
白

楽
天
讃
」（
白
居
易
は
茶
と
酒
を
好
ん
だ
と
あ
る
。
）
、
同
じ
く
「
銚
子
廻
文
銘
」
に
「
多
煮
茶
茗 

飲

来
如
何 

和
調
体
内 

散
悶
除
痾
（
多
く
茶
茗
を
煮
、
飲
み
来
る
は 

如
何
。
体
内
を
和
調
し
、

悶
を
散
じ
痾
を
除
く
。
）
」
と
あ
り
茶
を
煮
る
こ
と
、
薬
用
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
島

田
忠
臣
（
８
２
８―

８
９
２
年
？
）『
田
氏
家
集

（
１
３
）

』
巻
之
下
「
乞
滋
十
三
摘
茶
」
、『
菅
家
文
草
』
巻

第
四
「
八
月
十
五
夜
夜
、
思
旧
有
感
」
（
「
茗
葉
香
湯
免
飲
酒
（
茗
葉
の
香
湯
を
も
て 

飲
酒
を
免

る
）
」
と
酒
が
苦
手
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
）
、『
菅
家
文
草
』
巻
第
五
「
仮
中
書
懐
詩
」（
「
悶

飲
一
杯
茶
（
悶
ゆ
る
と
き 

一
杯
の
茶
飲
む
）
」
）
に
も
飲
茶
の
例
が
あ
る

（
１
４
）

。
平
安
時
代
に
お
い
て

も
茶
は
い
わ
ゆ
る
庶
民
で
は
な
い
一
部
の
階
層
、
地
域
（
主
に
京
、
大
宰
府
と
そ
の
周
辺
。
こ
れ

ら
の
地
域
は
文
物
の
交
流
の
拠
点
で
あ
る
。
）
で
飲
ま
れ
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
初
め
て
輸
入
さ
れ

た
頃
と
異
な
り
、
天
皇
家
・
上
級
貴
族
・
僧
侶
の
み
と
は
限
ら
な
い
。
菅
原
道
真
は
お
く
と
し
て

も
島
田
忠
臣
、
都
良
香
は
明
ら
か
に
上
級
貴
族
で
は
な
い
。
む
し
ろ
茶
は
平
安
初
期
か
ら
文
人
に

好
ま
れ
た
と
理
解
す
る
方
が
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
時
代
と
と
も
に
文
人
の
地
位
が
下

が
り
続
け
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う

（
１
５
）

。
ま
た
、
藤
原
佐
世
（
？―

８
９
８
年
）『
日

本
国
見
在
書
目
録

（
１
６
）

』
（
寛
平
年
間
８
８
９―

８
９
８
年
成
立
か
。
）
に
は
い
ま
だ
陸
羽
『
茶
経
』
の

記
載
も
な
い
。
前
述
の
「
題
落
星
寺
」（
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
１
０
８
０
年
、
１
１
０
２
年
の
両

説
が
あ
る
。
）
の
「
煮
茶
」
の
語
か
ら
も
、
日
宋
で
年
代
は
相
違
す
る
が
こ
れ
ら
の
「
茶
」
は
後
世

の
抹
茶
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

大
陸
と
の
交
易
で
賑
わ
い
は
す
る
が
京
か
ら
す
れ
ば
僻
遠
の
地
で
あ
る
大
宰
府
、
そ
こ
か
ら
さ

え
お
よ
そ
疎
外
さ
れ
た
老
病
の
身
の
こ
と
と
し
て
「
雨
夜
」
は
綴
ら
れ
て
い
る
。
「
心
寒
雨
又
寒
」

を
「
暗
く
陰
惨
に
流
れ
よ
う
と
す
る
気
分
を
、
六
句
目
の
「
心
寒
け
れ
ば
雨
も
ま
た
寒
し
」
と
い

う
美
し
い
表
現
が
救
っ
て
い
る

（
１
７
）

。
」
と
説
明
す
る
の
で
は
「
遷
客
甚
煩
懣 

煩
懣
結
胸
腸
（
遷
客
甚

だ
煩
懣
す 

煩
懣
胸
腸
に
結
ぼ
ほ
り
）
」
と
反
復
さ
れ
る
「
煩
懣
」
、
身
体
感
覚
を
言
葉
に
具
体
化

で
き
な
い
ほ
ど
の
憤
り
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
は
「
春
雨
」
の
「
暖
」
、
「
春
夜
」

「
漏
非
長
（
漏 

長
き
に
非
ず
）
」
と
対
比
的
に
、
「
心
寒
雨
又
寒 

不
眠
夜
不
短
（
心
寒
く
し
て 

雨
又
寒
く 

眠
ら
ず
し
て 

夜
短
か
ら
ず
）
」
（
柳
澤
良
一
訓
読
）
と
「
寒
」
が
畳
み
か
け
ら
れ
る

の
を
孤
絶
の
強
調
と
し
て
捉
え
、
ま
た
「
不
眠
」
、
「
夜
不
短
」
の
痛
苦
が
対
峙
的
に
表
現
さ
れ
て

い
る
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
後
世
、
畏
怖
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
天
神
へ
の
信

仰
の
素
地
と
な
る
痛
憤
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。 

「
雨
夜
」
の
詩
句
「
屋
漏
無
蓋
板
（
屋
さ
へ
漏
れ
て 

蓋
は
む
板
ぞ
無
き
）
」
の
「
屋
漏
」
に
つ

い
て
柳
澤
良
一
は
二
説
の
内
「
室
の
西
北
隅
」
で
は
な
く
「
屋
根
の
雨
漏
り
」
説
の
根
拠
と
し
て

『
世
説
新
語
』
の
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
よ
り
近
く
杜
甫
「
茅
屋
爲
秋
風
所
破
歌

（
１
８
）

」
に
も
「
床
頭

（
あ
る
い
は
「
床
床
」
）
屋
漏
無
乾
處
（
床
頭
は
屋
漏
れ
て
乾
く
処
無
く
）
」
と
あ
る
。
こ
の
詩
は

「
安
得
広
厦
千
万
間 

大
庇
天
下
寒
士
倶
歓
顔
（
安
く
ん
ぞ
広
厦
の
千
万
間
な
る
を
得
て 

大
い

に
天
下
の
寒
士
を
庇
い
て
倶
に
歓
ば
し
き
顔
せ
ん
）
」
で
知
ら
れ
て
い
る
。
「
雨
夜
」
と
の
影
響
関

係
は
不
明
で
あ
る
が
、
良
吏
と
し
て
の
理
念
の
類
型
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
杜
甫
の
こ
の
詩
の

「
寒
士
」
が
一
般
民
衆
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
説
に
対
し
て
黒
川
は
杜
甫
の
詩
「
自

京
赴
奉
先
縣
詠
懐
五
百
字
」
を
根
拠
に
反
論
し
て
い
る
。
杜
甫
と
は
政
治
的
地
位
が
格
段
に
異
な

り
右
大
臣
だ
っ
た
道
真
で
は
あ
る
が
、「
農
夫
」
に
言
及
す
る
道
真
に
か
つ
て
の
「
寒
早
十
首
」（
『
菅

家
文
草
』
巻
第
三
）
の
詩
群
の
感
慨
を
重
ね
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。 

失
意
の
中
に
あ
っ
て
も
誰
に
も
心
穏
や
か
な
日
が
訪
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
通
底
す
る

憤
怒
が
払
拭
さ
れ
得
る
か
は
別
で
あ
る
。
道
真
の
心
中
は
も
は
や
か
つ
て
の
よ
う
に
「
悶
飲
一
杯

茶
」
で
は
収
ま
ら
な
い
。
病
患
と
空
腹
と
雨
漏
り
の
す
る
粗
末
な
「
茅
屋
」（
「
風
雨
」『
菅
家
後
集
』
）

に
耐
え
、
茶
で
も
温
石
で
も
心
癒
や
さ
れ
ず
、
飲
め
な
い
酒
を
無
理
に
口
に
す
る
道
真
の
脳
裏
に

は
『
史
記
』
「
伯
夷
列
伝

（
１
９
）

」
の
「
儻
所
謂
天
道
是
邪
非
邪
。
（
儻
い
は
所
謂
天
道
是
か
非
か
。
）
」
と

い
う
司
馬
遷
の
痛
切
な
問
い
が
去
来
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
道
真
は
「
天
道
人
心

髪
不
容
（
天
道
と
人
心
と 

髪
も
容
れ
ず
）
」
（
「
九
日
侍
宴
、
群
臣
献
壽
、
應
制
」
『
菅
家
文
草
』

巻
第
五
）
と
詩
に
記
し
た
。
し
か
し
、「
雨
夜
」
の
結
び
の
「
天
道
之
運
人 

不
一
其
平
坦
（
天
道

の
人
を
運
す
こ
と 

一
に
其
れ
平
坦
な
ら
ず
）
」
は
「
運
命
在
皇
天
（
運
命 

皇
天
に
在
り
）
」（
「
叙

菅 

原 

道 

真 

「 

雨 

夜 

」 

に 

つ 

い 

て 
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意
一
百
韻
」『
菅
家
後
集
』
）
と
と
も
に
決
し
て
天
人
相
関
説

（
２
０
）

に
か
な
う
調
和
的
な
認
識
で
は
な
い
。

「
天
道
」
は
「
平
坦
」
、
す
な
わ
ち
平
等
で
は
な
い
と
道
真
は
憤
る
。
文
人
の
お
お
よ
そ
は
事
務
を

処
理
す
る
中
下
級
官
吏
で
終
わ
る
が
、
道
真
は
例
外
的
に
政
務
を
掌
る
立
場
に
至
っ
た
。
そ
の
こ

と
を
勘
案
す
る
限
り
、
か
つ
て
の
右
大
臣
が
現
在
は
「
遷
客
」
で
あ
る
こ
と
の
大
き
な
落
差
、
そ

れ
に
伴
う
傷
つ
い
た
矜
持
と
悲
憤
慷
慨
と
を
忘
失
し
て
は
な
ら
な
い
。 

  

結
語 

生
身
の
人
間
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
道
真
の
煩
悶
、
懊
悩
は
ひ
と
り
「
冥
々
理
欲
訴
冥
々

（
冥
々
の
理
は
冥
々
に
訴
へ
ま
く
欲
り
す
）
」（
「
燈
滅
二
絶
」『
菅
家
後
集
』
）
と
い
う
絶
望
に
至
ら

ざ
る
を
得
な
い
。『
菅
家
後
集
』
は
仏
菩
薩
へ
の
祈
り
を
伴
う
望
郷
の
念
を
わ
ず
か
に
書
き
と
ど
め

閉
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

注 （
１
）
川
口
久
雄
校
注 

日
本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草 

菅
家
後
集
』
岩
波
書
店 

昭
和

４
１
・
１
０ 

な
お
、
道
真
詩
の
訓
読
は
主
と
し
て
本
書
に
よ
る
。 

（
２
）
藤
原
克
己
『
菅
原
道
真 

詩
人
の
運
命
』
ウ
ェ
ッ
ジ 
平
成
１
４
・
９ 

（
３
）
古
藤
真
平
「
茶
」
角
田
文
衞
監
修
『
平
安
時
代
史
事
典
』
角
川
書
店 

平
成
６
・
１
０ 

の
指
摘
に
よ
る
。
小
島
憲
之
校
注 

日
本
古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻 
文
華
秀
麗
集 

本

朝
文
粋
』
岩
波
書
店 

昭
和
３
９
・
６ 

（
４
）
佐
伯
有
清
『
最
後
の
遣
唐
使
』
講
談
社
学
術
文
庫 

平
成
１
９
・
１
１ 

（
５
）
『
続
日
本
後
紀
』
吉
川
弘
文
館 

昭
和
５
１
・
１
１ 

（
６
）
『
日
本
三
代
実
録
』
前
篇 

吉
川
弘
文
館 

昭
和
５
２
・
６ 

（
７
）
大
曽
根
章
介
他
校
注
「
寛
平
御
遺
誡
」
日
本
思
想
大
系
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
岩
波

書
店 

昭
和
５
４
・
３ 

（
８
）
『
日
本
紀
略
』
前
篇 

吉
川
弘
文
館 

昭
和
４
・
８ 

（
９
）
滝
川
幸
司
『
菅
原
道
真 

学
者
政
治
家
の
栄
光
と
没
落
』
中
公
新
書 

令
和
１
・
９ 

（
１
０
）
考
古
学
的
発
掘
で
九
世
紀
、
越
州
青
磁
が
九
州
、
京
都
伏
見
で
出
土
し
て
い
る
。
三

杉
隆
敏
『
や
き
も
の
文
化
史
』
岩
波
新
書 

平
成
１
・
８ 

の
指
摘
に
よ
る
。 

（
１
１
）
前
掲
の
古
藤
真
平
「
茶
」
の
指
摘
に
よ
る
。『
菅
家
後
集
』
に
つ
い
て
は
柳
澤
良
一
編

著
『
菅
家
後
集
の
研
究
』
汲
古
書
院 

令
和
４
・
１
２ 

参
照
。 

（
１
２
）
中
村
璋
八
・
大
塚
雅
司
『
都
氏
文
集
全
釋
』
汲
古
書
院 

昭
和
６
３
・
１
２ 

 

（
１
３
）
小
島
憲
之
監
修
『
田
氏
家
集
注
』
巻
之
下 

和
泉
書
院 

平
成
６
・
２ 

（
１
４
）
前
掲
の
古
藤
真
平
「
茶
」
の
指
摘
に
よ
る
。 

（
１
５
）
仏
事
に
関
し
て
は
源
高
明
（
９
１
４―

９
８
２
年
）『
西
宮
記
』「
季
御
読
経
事
」（
八

条
忠
基
『
有
職
故
実
か
ら
学
ぶ
年
中
行
事
百
科
』「
季
御
読
経
」
淡
交
社 

令
和
４
・
２ 

に

説
明
が
あ
る
。
）（
新
訂
増
補
故
実
叢
書
『
西
宮
記
』
明
治
図
書
出
版 

昭
和
３
０
・
１
２
）

で
は
応
和
４
年
（
９
６
４
年
）
、
天
禄
４
年
（
９
７
３
年
）
に
「
引
茶
」
の
例
が
あ
る
。
ま

た
『
本
朝
文
粋
』（
大
曽
根
章
介
、
金
原
理
、
後
藤
昭
雄
校
注 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
本

朝
文
粋
』
岩
波
書
店 

平
成
４
・
５
）
巻
第
十 

慶
滋
保
胤
（
？―

１
０
０
２
年
）
の
詩

序
「
晩
秋
過
参
州
薬
王
寺
有
感
」
に
「
有
茶
園
、
有
薬
圃
」
と
あ
り
、
寺
院
で
の
茶
の
栽

培
の
徴
証
が
確
認
で
き
る
。
（
前
掲
の
古
藤
真
平
「
茶
」
の
指
摘
に
よ
る
。
）
宮
廷
に
お
い

て
も
『
西
宮
記
』
に
は
「
造
茶
使
」
の
こ
と
が
見
え
、
藤
原
行
成
（
９
７
２―

１
０
２
７

年
）
『
権
記
』
（
増
補
史
料
大
成
『
権
記
』
一 

臨
川
書
店 

昭
和
４
０
・
９
）
長
徳
元
年

（
９
９
５
年
）
十
月
の
条
に
も
「
造
茶
所
」
の
記
事
が
あ
る
。（
村
井
康
彦
『
茶
の
文
化
史
』

岩
波
新
書 

昭
和
５
４
・
６ 

の
指
摘
に
よ
る
。
）
た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
な
交
易
を
考
慮

す
る
な
ら
ば
茶
が
日
本
産
の
も
の
か
交
易
に
よ
る
も
の
か
は
判
別
し
に
く
い
。
併
せ
て
大

江
匡
房
（
１
０
４
１―

１
１
１
１
年
）『
江
家
次
第
』（
１
１
１
１
年
）（
新
訂
増
補
故
実
叢

書
『
江
家
次
第
』
明
治
図
書
出
版 

昭
和
２
８
・
８
）「
季
御
読
経
事
」
に
「
（
據
版
本
補
）

（
中
略
）
貞
観
御
時
毎
季
行
之
元
慶
天
皇
践
祚
之
後
、
二
季
修
之
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
季
御
読
経
が
二
月
、
八
月
の
二
季
と
な
っ
た
の
は
陽
成
朝
（
元
慶
）
以
降
と
考
え
ら
れ

る
。 

藤
原
明
衡
（
９
８
９
？―

１
０
６
６
年
）「
新
猿
楽
記
」
に
「
唐
物
」
の
一
つ
と
し
て
「
瑠

璃
壺
」
な
ど
と
と
も
に
「
藤
茶
碗
」
が
記
さ
れ
る
の
が
１
０
６
０
年
前
後
と
推
測
さ
れ
る
。

「
藤
茶
碗
」
を
「
と
う
ち
や
わ
ん
」
と
す
る
大
曽
根
章
介
校
注
「
新
猿
楽
記
」（
前
掲
日
本

思
想
大
系
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
）
の
補
注
に
「
青
色
の
絵
具
で
藤
な
ど
を
描
い
た
茶
碗
。

青
磁
。
」
と
あ
る
が
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
前
掲
村
井
康
彦
著
書
の
「
山
茶
碗
」
に
関

係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
重
松
明
久
校
注
「
新
猿
楽
記
」
古
典
文
庫
『
新
猿
楽
記 

雲
州

消
息
』
現
代
思
潮
社 

昭
和
５
７
・
４ 

は
本
文
を
「
藤
、
茶
碗
」
と
し
、「
藤
」
を
「
籐
」

と
解
し
て
「
籐
の
こ
と
。
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
の
ヤ
シ
科
の
つ
る
性
植
物
。
茎
は
強
じ
ん
で

家
具
な
ど
を
作
り
、
皮
で
細
工
物
を
つ
く
る
。
」
と
注
を
付
す
。
（
傍
証
で
あ
る
が
柳
澤
良

一
は
川
口
久
雄
説
を
継
承
し
前
掲
道
真
詩
「
題
竹
床
子 

通
事
李
彦
環
所
送
」
の
「
床
」

一 

関 

高 

専 

研 

究 

紀 
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 1 

は
「
籐
椅
子
・
安
楽
椅
子
」
と
す
る
。
こ
う
し
た
物
品
が
当
時
流
通
し
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
）
前
後
に
は
二
文
字
だ
け
で
な
く
三
文
字
、
一
文
字
の
文
物
も
列
挙
さ
れ
て
い
る
の

で
「
茶
碗
」
も
含
め
て
不
自
然
な
点
は
な
い
。「
茶
碗
」
が
上
記
の
青
磁
を
想
定
し
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
。
ち
な
み
に
宋
代
の
黄
庭
堅
の
詩
「
題
落
星
寺
」
に
「
處
處
煮
茶
藤
一
枝

（
処
処
茶
を
煮
て
藤
一
枝
あ
り
）
」
小
川
環
樹
編
訳
『
宋
詩
選
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫 

令
和

３
・
５ 
と
あ
り
「
藤
の
杖
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
荒
井
健
注 

中
国
詩
人
選
集

二
集
７
『
黄
庭
堅
』
岩
波
書
店 

昭
和
３
８
・
４ 

に
は
「
一
枝
の
藤
が
花
さ
く
」
と
訳

し
、
両
者
と
も
「
藤
一
枝
」
の
解
釈
が
複
数
あ
る
こ
と
を
注
し
て
い
る
。
小
川
環
樹
前
掲

書
は
こ
の
時
の
「
題
落
星
寺
」
連
作
第
一
首
に
も
「
「
更
に
痩
藤
を
借
り
て
上
方
を
尋
ね
ん
」

と
あ
る
の
は
明
ら
か
に
杖
の
意
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
「
藤
」
「
茶
」
の
二
文
字
が
隣
接

す
る
の
は
「
藤
」
と
「
茶
」
と
の
取
り
合
わ
せ
に
つ
い
て
日
宋
の
寺
院
等
で
共
通
の
認
識

が
当
時
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。 

 

（
１
６
）
小
長
谷
惠
吉
『
日
本
国
見
在
書
目
録
解
説
稿
』
小
宮
山
出
版 

昭
和
３
１
・
１
２ 

（
１
７
）
金
原
理
「
菅
原
道
真
の
漢
詩―

『
菅
家
後
集
』
所
載
詩
を
中
心
に―

」
太
宰
府
天
満

宮
文
化
研
究
所
編
『
菅
原
道
真
と
太
宰
府
天
満
宮
』
上
巻 

吉
川
弘
文
館 

昭
和
５
０
・

３ 

（
１
８
）
下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』
二 

講
談
社
学
術
文
庫 

平
成
２
８
・

７ 

黒
川
洋
一 

鑑
賞
中
国
の
古
典
第
１
７
巻
『
杜
甫
』
角
川
書
店 

昭
和
６
２
・
１
２ 

（
１
９
）
司
馬
遷
『
史
記
』「
伯
夷
列
伝
第
一
」 

水
沢
利
忠 

新
釈
漢
文
大
系
『
史
記
』
八
（
列

伝
一
）
明
治
書
院 

平
成
２
・
２ 

（
２
０
）
岡
崎
文
夫
『
司
馬
遷
』
研
文
社 

平
成
１
８
・
１
２ 

初
版
昭
和
２
２
・
１
１ 

 

（
二
〇
二
三
年
九
月
二
十
七
日
受
理
） 
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四 


